
5． ペナルティ関係

・ 上がり放棄（罰符なし）

・ 　多牌、少牌

・ 　喰い替えをしたとき

上がり放棄が発生した場合 　 その局は続行するが、対象者はその局であ

がることはできない。また、ポン、チー、カンをすることも禁止される。流局時

テンパイ宣言もできない

・ チョンボ（満貫点支払い）

・ チョンボになるケース

・ 錯和（ノーテンでの上がり）

・ フリテンでのロン上がり

・ リーチ後のアンカンミス

・ ノーテンでのリーチ

・ 上がった後に手牌をすぐに崩してしまう行為

・ リーチをかけて流局になった状態で手牌をすぐに崩してしまう行為

・ ゲーム続行を不可能にする行為

・ チョンボの局は基本的にノーカウント

・ チョンボが発生したら罰符（満貫点数）を支払ってその局はノーカウント扱い

・

場3,000のノーテン罰符は生じない。積み棒は増やさず、リーチ棒は

リーチ者に戻してやり直す

・ 誤ロン（チョンボ）とロン

　ロンと誤ロンが同時に起きたときは、上がり優先で誤ロンはなし

・ 包（パオ）とチョンボ

　パオが生じているとき、チョンボ行為で役満を阻止すことは、ルール上

　は可能。ただし以後げんきかいへの参加は遠慮してもらう

・ 誤ロン、誤ツモ上がりは、即チョンボ

・ 1,000点罰符供託

・ カララポン、カラチー、カラカン）は、1,000点を供託し、ゲームを続行する。

（同巡内は、ポン、チー、カン、ロンはできない）

ノーテンリーチは流局時チョンボ（他家が上がったときはおとがめなし）

チョンボ状態のままで続行し流局したときは、ノーカウントなので
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